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草
双
紙
伝
記
の
世
界

―
西
南
戦
争
期
の
西
郷
隆
盛
伝

森
　
岡
　
優
　
紀

二
〇
二
二
年
春
、
筆
者
は
鹿
児
島
か
ら
熊
本
に
向
け
て
点
在
す
る
西
南
戦
争
の
戦
役
跡
を
辿
っ
た
。
か
つ
て

熊
本
鎮
台
が
置
か
れ
た
熊
本
城
は
壮
大
で
あ
り
、
攻
め
落
と
さ
れ
ず
に
薩
摩
軍
を
退
却
さ
せ
た
姿
を
留
め
て
い

る
。
熊
本
近
郊
の
激
戦
地
、
田
原
坂
は
春
も
た
け
な
わ
で
あ
り
、
小
高
い
山
の
裾
野
に
は
小
さ
な
村
が
点
在
し
、

満
開
を
迎
え
よ
う
と
す
る
桜
を
見
に
散
策
す
る
人
が
行
き
交
っ
て
い
た
。

明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、
西
南
戦
争
の
経
緯
を
書
い
た
和
装
本
の
小
冊
子
が
大
量
に
発

行
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
冊
子
は
西
南
戦
争
の
報
道
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
実
録
」
も
し
く
は
「
ニ
ュ
ー
ス

冊
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
西
南
戦
争
の
戦
役
跡
を
辿
る
旅
は
、
小
さ
な
和
装
本
や
錦
絵
に
描
か
れ
た
世
界
の

虚
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
冊
子
類
の
な
か
で
も
、
西
郷
隆

盛
を
取
り
上
げ
た
伝
記
的
な
読
み
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

ま
ず
簡
単
に
西
南
戦
争
時
期
に
発
行
さ
れ
た
印
刷
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。
江
戸
時
代
に
は
新
聞
の

前
身
と
も
い
わ
れ
る
非
合
法
の
か
わ
ら
版
は
あ
っ
た
が
、
時
事
を
伝
え
る
合
法
的
な
メ
デ
ィ
ア
は
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
。
明
治
に
入
る
と
、
政
治
経
済
や
社
会
事
件
な
ど
の
時
事
を
全
国
民
に
伝
え
る
新
聞
が
相
次
い
で
創

刊
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
新
聞
は
「
大
新
聞
」
と
も
呼
ば
れ
、
大
量
の
漢
字
が
ふ
り
が
な
を
振
ら
ず
に
使

わ
れ
て
お
り
、
一
般
庶
民
は
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
初
期
よ
り
行
わ
れ
た
自
署
率
調

査
か
ら
推
測
す
る
と
、
一
般
の
成
人
男
性
で
も
ひ
ら
が
な
と
簡
単
な
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
全
国
平
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均
で
せ
い
ぜ
い
三
、四
割
前
後
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
生
ま
れ
た
の
は
、

漢
字
に
ふ
り
が
な
が
振
っ
て
あ
る
「
小
新
聞
」
や
錦
絵
に
報
道
記
事
を
書
き
込
ん
だ
錦
絵
新
聞
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
と
と
も
に
登
場
し
た
の
が
「
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
」
で
あ
る
。
新
聞
報
道
の
記
事
の
な
か

で
、
あ
る
事
件
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
振
る
な
ど
読
み
や
す
く
し
、
事
件
の
経
緯
を
ま
と

め
た
小
冊
子
で
あ
る
。
明
治
七
年
の
台
湾
出
兵
頃
か
ら
発
行
さ
れ
始
め
、
熊
本
神
風
連
の
乱
、
秋
月
の
乱
、
萩

の
乱
な
ど
の
士
族
の
反
乱
を
題
材
に
し
て
増
加
し
、
明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
で
激
増
す
る
。
冊
子
に
は
、
文

字
だ
け
の
も
の
か
ら
、
数
枚
の
挿
絵
を
挟
ん
だ
も
の
、
毎
頁
に
挿
絵
が
あ
る
も
の
な
ど
と
様
々
な
体
裁
が
あ
る
。

西
南
戦
争
期
に
は
、
新
聞
記
事
に
は
な
い
視
覚
的
情
報
を
補
う
た
め
に
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
た
冊
子
が
徐
々
に
増

え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
四
角
囲
み
に
記
事
を
書
い
た
、
大
判
三
枚
続
の
彩
色
刷
り
の
錦
絵
も
多
く
発
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
錦
絵
は
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
新
聞
記
事
を
も
と
に
し
て
い
る
点
や
人
々

に
視
覚
的
情
報
を
与
え
る
と
い
う
点
で
は
冊
子
類
と
共
通
し
た
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
冊
子
類
と
版
元
、

作
者
、
絵
師
が
共
通
し
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
本
題
と
な
る
明
治
一
〇
年
か
ら
一
一
年
初
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
西
郷
隆
盛
の
伝
記
を
紹

介
し
て
み
よ
う
。
西
南
戦
争
期
の
「
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
」
は
一
〇
〇
冊
近
く
に
上
る
。
そ
の
な
か
で
西
郷
隆
盛
の

伝
記
的
読
み
物
は
、
管
見
の
限
り
で
は
一
二
冊
、
西
南
戦
争
の
司
令
官
等
の
草
双
紙
風
の
人
物
列
伝
な
ど
は
三

冊
出
版
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
の
幅
も
あ
る
の
で
、
そ
の
な
か
の
数
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

早
川
徳
之
助
編
輯
、
松
月
保
誠
画
『
絵
本
西
郷
一
代
記
』（
小
森
宗
次
郎
出
版
、
一
八
七
七
年
）。
毎
頁
ご
と

に
絵
が
挿
入
さ
れ
る
草
双
紙
風
の
伝
記
と
な
っ
て
い
る
。
彩
色
刷
り
の
摺
付
表
紙
が
つ
い
て
お
り
、
書
型
は
中

本
。
毎
号
の
値
段
は
三
銭
と
あ
る
。
当
時
、
大
判
三
枚
続
の
西
南
戦
争
錦
絵
は
六
銭
で
売
ら
れ
て
い
た
。
六
銭

は
米
一
升
が
買
え
る
値
段
に
相
当
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
銭
の
冊
子
も
そ
れ
ほ
ど
安
く
は
な
い
値
段
で
あ
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る
。
編
輯
人
は
早
川
徳
之
助
、
絵
は
松
月
保
誠
、
出
版
人
は
小
森
宗
次
郎
と
書
か
れ
て
い
る
。
編
輯
人
の
早
川

徳
之
助
と
絵
師
の
松
月
保
誠
は
同
一
人
物
で
あ
り
、「
早
川
松
山
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
浮
世
絵
師
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
浮
世
絵
師
が
編
者
と
し
て
署
名
を
す
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
元
本
が
存
在
す
る
こ
と
が

多
い
。『
絵
本
西
郷
一
代
記
』
が
参
照
し
た
の
は
山

本
園
衛
の
『
西
郷
隆
盛
蓋
棺
記
』
で
あ
る
。
一
号

か
ら
一
四
号
ま
で
発
行
さ
れ
、
一
号
か
ら
六
号
は

一
〇
月
二
九
日
御
届
、
七
号
か
ら
一
四
号
は
一
二

月
三
日
御
届
で
あ
り
、
西
南
戦
争
が
終
結
し
た
後

に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
一
号
か
ら
四
号

が
西
郷
隆
盛
の
誕
生
か
ら
征
韓
論
を
経
て
野
に
下

る
ま
で
、
五
号
か
ら
一
四
号
は
私
学
校
学
生
に
よ

る
火
薬
庫
襲
撃
事
件
か
ら
西
郷
隆
盛
の
死
ま
で
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
半
分
以
上
が
西
南
戦
争

の
記
述
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
西
南
戦
争
以
後
の

記
述
は
、
西
郷
の
言
動
よ
り
も
西
南
戦
争
の
経

緯
、
戦
役
の
状
況
、
戦
役
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書

か
れ
て
い
る
。

挿
絵
（
図
一
） 

に
は
私
学
校
の 

「
賊
徒
等
製
造

の
場
所
に
き
た
り
て
火
薬
を
掠
奪
な
さ
ん
と
欲

す
」 

と
い
う
題
が
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文

図一　 『絵本西郷一代記』七号（出典：国立国会図書館：
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/884474）
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は
既
に
薩
摩
軍
と
官
軍
が
熊
本
と
そ
の
近
郊
で
戦
闘
を
始

め
、
勝
敗
が
つ
か
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。
火
薬
庫
襲
撃
事
件
に
関
し
て
は
二
号
前
の
五
号
に
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
頁
の
挿
絵
に
は
「
会
津
白
虎
隊
切
腹

の
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
と
挿
絵
が

全
く
合
っ
て
い
な
い
。
挿
絵
を
一
気
に
描
き
、
そ
の
後
に

本
文
を
書
き
入
れ
た
が
、
思
っ
た
よ
り
も
本
文
の
分
量
が

多
く
、
挿
絵
と
本
文
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

挿
絵
は
西
南
戦
争
錦
絵
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
そ
れ
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
図
二
の
錦
絵
は

明
治
一
〇
年
二
月
八
日
の
夜
に
私
学
校
が
県
庁
を
襲
っ
た

図
で
あ
る
。
人
物
の
動
き
や
服
装
な
ど
が
そ
っ
く
り
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
冊
子
は
粗
雑
な
作
り
で
あ
る
が
、
時
事

に
即
し
た
新
し
い
内
容
に
挿
絵
が
添
え
ら
れ
、
旧
い
「
一

代
記
」
が
一
新
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
西
野
古
海
編
、
絵
師
未
詳
『
鹿
児
島
英
雄
銘
々

伝
』（
木
村
文
三
郎
出
版
、
一
八
七
七
年
八
月
九
日
御
届
、

九
月
発
行
）
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。『
絵
本
西
郷
一
代
記
』

が
人
物
の
一
生
を
物
語
風
に
綴
っ
た
長
編
伝
記
の
「
一
代

記
」
の
体
裁
を
借
り
た
も
の
だ
と
す
る
と
、『
鹿
児
島
英
雄

図二　 月岡芳年「新聞鹿児嶌模写」明治一〇年二月一九日御届（https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1307877）
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銘
々
伝
』
は
「
銘
々
伝
」
と
い
う
短
編
伝
記
の
体
裁
を
襲
っ
て
い
る
。『
鹿
児
島
英
雄
銘
々
伝
』
は
毎
頁
ご
と
に

一
人
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
西
郷
隆
盛
」
か
ら
始
ま
り
、
次
は
「
篠
原
国
幹
」、「
村
田
新
八
」
と
続
く
。
こ
の

よ
う
な
「
銘
々
伝
」
の
形
式
を
取
っ
た
伝

記
は
西
南
戦
争
以
外
で
も
多
く
出
版
さ
れ

て
お
り
、
明
治
以
降
に
は
桜
田
門
外
の

変
、
明
治
維
新
の
志
士
の
銘
々
伝
が
出
版

さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
西
郷
隆

盛
が
現
在
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
姿
と

は
全
く
異
な
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

西
郷
隆
盛
（
図
三
、
図
四
） 

は
ナ
ポ
レ

オ
ン
帽
と
も
呼
ば
れ
る
二
角
帽
子
を
か
ぶ

り
、
儀
式
に
参
加
す
る
際
の
大
礼
服
を
着

用
し
、
か
つ
髭
を
生
や
し
て
い
る
。
西
南

戦
争
錦
絵
に
も
同
じ
姿
の
西
郷
隆
盛
の
肖

像
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
西
郷
隆
盛
の
横
の

逸
見
十
郎
太
（
辺
見
十
郎
太
）
や
別
府
新

助
（
別
府
晋
介
）
は
和
装
で
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
篠
原
国
幹
や
桐
野
利
秋
等
も
鎧

姿
や
和
服
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
西

図三　 『鹿児島英雄銘々伝』 の「西
郷隆盛」 （https://dl.ndl.go.jp/ 
info:ndljp/pid/884712）

図四　 山嵜年信「鹿児島記聞：川
尻本営図」明治一〇年四月
一九日御届（https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1307889）
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郷
隆
盛
の
み
が
大
礼
服
で
戦
場
に
立
つ
姿
が
描
か
れ
、
か
つ
て
政
府
高
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
際
立
た
せ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
錦
絵
に
描
か
れ
た
大
礼
服
姿
の
西
郷
は
想
像
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
当
時
西
郷
が
着
用
し
た
と

さ
れ
る
陸
軍
大
将
軍
服
も
こ
れ
ほ
ど
煌
び
や
か
な
服
で
は
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
る
二
角
帽

は
後
の
礼
服
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
西
南
戦
争
中
に
か
ぶ
っ
て
い
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
当
時
の
薩
摩
軍
司
令
官
の
服
装
は

薩
摩
藩
で
流
行
し
た
フ
ェ
ル
ト
帽
に
、
上
衣
は

和
服
を
半
マ
ン
ト
ル
に
、
下
衣
も
和
服
を
ズ
ボ

ン
に
作
り
直
し
た
と
い
う
質
素
な
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
西
郷
隆
盛
は
「
逆
賊
」
と
呼
ば

れ
な
が
ら
も
、
官
軍
さ
な
が
ら
の
姿
で
描
か
れ

て
お
り
、
西
郷
へ
の
敬
意
が
表
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
大
西
庄
之
助
、
絵
師
未
詳
『
鹿
児
島
美

勇
伝
』（
一
号
〜
三
号
、
大
西
庄
之
助
出
版
、

一
八
七
七
年
一
〇
月
二
二
日
御
届
）
を
紹
介
し

よ
う
（
図
五
）。
西
南
戦
争
開
始
か
ら
間
も
な
い

三
月
二
二
日
に
一
、二
号
の
御
届
が
出
さ
れ
た

後
、
一
一
月
の
一
六
号
ま
で
出
版
さ
れ
、
様
々

な
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
一
〇
月
に
一

号
か
ら
三
号
が
再
販
さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
高

図五　 『鹿児島美勇伝』 の 「西郷隆盛」 と 「有栖川宮幟仁親王」
（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/884726）
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さ
が
窺
わ
れ
る
。『
鹿
児
島
英
雄
銘
々
伝
』
が
一
人
物
一
頁
で
紹
介
し
て
い
た
の
に
対
し
、『
鹿
児
島
美
勇
伝
』

は
見
開
き
の
各
頁
に
二
人
の
人
物
を
対
に
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
英
雄
く
ら
べ
」
と
も
呼
ば
れ
る
体
裁

を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
頁
に
は
征
討
総
督
と
し
て
出
征
し
た
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
、
左
の
頁
に
は
西
郷

隆
盛
が
載
っ
て
い
る
。
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
は
和
装
で
、
西
郷
隆
盛
は
や
は
り
大
礼
服
で
あ
る
。
実
は
、
西
南

戦
争
に
対
し
最
も
関
心
を
寄
せ
た
の
は
士
族
で
あ
り
、
一
般
庶
民
に
と
っ
て
西
南
戦
争
は
士
族
同
士
の
争
い
と

感
じ
ら
れ
て
お
り
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
安
全
な
場
所
か
ら
の
高
み
の
見
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
同
時
期
に
『
西
南
人
名
一
覧
』
と
い
う
西
南
戦
争
の
司
令
官
や
そ
の
妻
を
百
人
一
首
風
の
カ
ー
ド

に
し
た
冊
子
も
発
売
さ
れ
て
お
り
、
序
文
に
は
秋
の
夜
長
の
無
聊
を
慰
め
る
た
め
に
作
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
本

も
同
様
に
愉
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
西
南
戦
争
期
の
西
郷
隆
盛
伝
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
冊
子
の
特
徴
は
、
江
戸
時
代
に
御
法
度
だ
っ

た
政
治
的
時
事
的
な
人
物
を
題
材
と
し
た
新
し
さ
と
、
戯
作
風
の
古
い
体
裁
と
い
う
点
に
あ
る
。
近
代
移
行
期

に
は
こ
の
よ
う
な
近
代
的
な
新
し
い
発
想
を
古
い
形
式
で
表
現
す
る
と
い
う
現
象
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
近
世
に

お
い
て
錦
絵
は
美
人
画
や
名
所
絵
な
ど
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
西
南
戦
争
で
は
戦
役
の
一
場
面
を
描
き
、
新

聞
報
道
に
欠
け
て
い
た
視
覚
的
情
報
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
時
事
に
ま
つ
わ
る
人
物
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
タ

ブ
ー
で
あ
っ
た
伝
記
も
、
西
郷
隆
盛
の
よ
う
な
現
在
進
行
形
で
進
む
事
件
の
主
人
公
を
題
材
に
し
て
書
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
西
南
戦
争
期
に
出
版
さ
れ
た
西
郷
隆
盛
伝
は
、
時
事
に
ま
つ
わ
る
人
物

を
描
く
端
緒
を
作
り
、
幅
広
い
層
に
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
来
研
究
員
）




